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３
月
議
会
に
提
案
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
今
回
６
月
議
会
に
専
決
処

分
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

補
正
予
算
額
は
７
億
５
６
８
４
万
円
で
あ
る
。

　

３
月
議
会
で
、
過
疎
債
を
毎
年
１
億
円
ほ
ど
積
み
立
て
て
、
ソ
フ
ト

事
業
に
使
え
る
基
金
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
提
案
さ
れ
た
の

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
過
疎
債
の
一
部
を
基
金
積
み
立
て
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

市
民
の
交
流
及
び
健
康
促
進
を
図
り
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
寄

与
す
る
た
め
の
曽
於
市
新
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
の
設
置
に

伴
い
規
定
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。

　

名
称
を
「
新
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
」
と
し
末
吉
町
に
設

置
。
使
用
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で
と
し
、
個
人
の
使
用
料

は
、
市
内
居
住
者
は
無
料
、
市
外
居
住
者
は
有
料
等
を
定
め
て
お
り
、

平
成
29
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
が

  
決
ま
り
ま
し
た
。

今回の議案は
　報　告  …………………２件
　条例制定  ………………１件
　条例改正  ………………２件
　財産取得  ………………１件
　同意案  ……………… 19件
　補正予算  ………………８件
　発　議  …………………２件
　陳　情  …………………２件
　その他  …………………４件

※ 議会だよりでは、主な事柄を抜粋してお
ります。

・
会　
　

期　

平
成
29
年
６
月
９
日

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
６
月
28
日
（
20
日
間
）

・
一
般
質
問　

７
名
の
議
員
が
登
壇

第
二
回
定
例
会

平
成
28
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

曽
於
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変
更

 

曽
於
市
新
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
制
定

承　

認

全
会
一
致　

可
決

賛
成
多
数　

可
決



3 ☆本紙では、主な事柄を抜粋して掲載しております。詳しくは曽於市議会ホームページをご覧ください。

　

曽
於
市
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

「
政
務
活
動
費
は
、
政
党
活
動
、
選
挙
活
動
、
後
援
会
活
動
及
び

私
人
と
し
て
の
活
動
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
。」
を
追

加
し
た
も
の
で
あ
る
。

議
員
発
議

全
会
一
致　

可
決

【農業委員会委員の任命】
　法改正により公職制から市長による任命　（任期は３年）　

農業委員　19人　（末吉地区 8人・大隅地区 7人・財部地区 4人）の
同意案が提案され任命に無記名投票の結果、同意。

財 産 取 得

曽於市消防団大隅方面隊月野分団
消防ポンプ自動車

2,138万4千円
全会一致　可決

平成 29年度　一般会計補正予算（第 1号）

1億8,591万円 追加

《一般会計予算総額》　223億7,191万円

取得予定の同型　消防ポンプ自動車取得予定の同型　消防ポンプ自動車
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問
　

合
併
時
の
平
成
17
年
度
の
曽

於
市
の
作
物
総
生
産
額
（
耕
種

部
門
）
は
85
億
8
千
万
円
。
し

か
し
昨
年
度
は
、
71
億
8
千
万

円
と
14
億
円
の
減
少
で
あ
る
。

　

一
方
、
曽
於
市
で
は
、
１
４

５
３
億
円
の
膨
大
な
建
設
費
で

三
つ
の
畑
か
ん
が
推
進
さ
れ
て

い
る
が
、
畑
作
振
興
に
実
を
結

ん
で
い
な
い
。

　

要
因
の
ひ
と
つ
は
、
作
物
が

加
工
さ
れ
ず
出
荷
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
は
な
い
か
。

　

昨
年
度
の
作
物
は
、
ど
う
で

あ
っ
た
か
。

市
長

　

市
内
で
加
工
さ
れ
た
の
は
全

体
の
20
％
〜
30
％
で
あ
る
。

問
　

野
菜
の
安
定
的
生
産
と
出
荷

を
め
ざ
す
に
は
、
市
が
出
資
す

る
加
工
セ
ン
タ
ー
の
設
立
が
必

要
で
は
な
い
か
。

市
長

　

今
後
、
検
討
し
た
い
。

問
　

こ
の
4
年
間
、
市
長
が
参
加

す
る
曽
於
地
域
医
療
確
保
対
策

協
議
会
が
開
か
れ
て
い
る
。
展

望
は
あ
る
の
か
。

　

難
し
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

問
　

視
点
を
変
え
て
、
学
識
者
が

参
加
す
る
第
三
者
委
員
会
を
設

置
し
て
、
行
政
は
こ
の
委
員
会

の
答
申
を
尊
重
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

市
長

　

医
師
会
を
取
り
ま
く
現
状
な

ど
考
え
る
と
、
な
か
な
か
難
し

い
。

問
　

曽
於
高
校
支
援
策
は
。

教
育
長

　

議
会
で
指
摘
さ
れ
た
点
を
含

め
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

問
　

給
付
型
奨
学
金
は
。

教
育
長

　

大
変
意
義
の
あ
る
制
度
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
で
き

る
だ
け
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。

問
　

老
木
、
古
木
の
保
護
策
は
。

教
育
長

　

来
年
3
月
ま
で
に
、
検
討

し
た
内
容
を
示
し
た
い
。

問
　

給
食
費
の
支
援
策
は
。

市
長

　

市
長
選
挙
で
再
選
さ
れ
た

ら
、
具
体
的
な
支
援
策
を
示
し

た
い
。

野
菜
の
安
定
的
生
産
と
出
荷
の
支
援
策
を

市
長
／
今
後
検
討
し
た
い徳峰　一成議員

名産　やごろうスイカ

医師会立病院の
充実と強化に
向けて市はもっと
力を入れるべき

教
育
行
政
の
取
り
組
み
強
化
を

市政を問う一般質問
７議員登壇

曽
於
医
師
会
立
病
院
の
強
化
を

曽於医師会立病院

市
長
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問　
　

昨
年
度
の
集
中
豪
雨
・
台
風

災
害
等
の
復
旧
工
事
進
捗
状
況

は
。

市
長

　

件
数
ベ
ー
ス
で
５
月
末
の

進
捗
状
況
は
、
建
設
課
分
が

１
２
７
件
中
57
件
の
45
％
が
完

成
、
9
月
末
に
は
す
べ
て
完
了

見
込
み
で
あ
る
。

　

耕
地
課
分
は
４
０
８
件
中
62

件
の
15
・
２
％
が
完
成
、
大
隅

町
恒
吉
の
岩
下
橋
以
外
は
全
て

平
成
30
年
３
月
ま
で
に
完
了
見

込
み
で
あ
る
。

問
　

広
域
農
道
の
復
旧
状
況
は
。

市
長

　

現
在
、
盛
土
の
た
め
の
伐
採

や
床
掘
な
ど
の
準
備
工
を
行
っ

て
お
り
、
工
期
は
平
成
29
年
10

月
２
日
ま
で
と
な
っ
て
い
る
。

問　
　

早
期
の
復
旧
を
望
む
声
と
、

梅
雨
時
期
に
な
り
二
次
災
害
を

心
配
す
る
声
も
あ
る
が
。

市
長

　

出
来
る
だ
け
早
期
の
復
旧
と

二
次
災
害
防
止
に
は
万
全
を
期

し
た
い
。

問
　

総
務
省
か
ら
の
ふ
る
さ
と
納

税
返
礼
品
に
つ
い
て
の
通
知
内

容
は
。

市
長

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
け

で
、
総
務
大
臣
か
ら
納
付
額
に

対
し
て
返
礼
割
合
の
高
い
も
の

等
を
速
や
か
に
改
善
す
る
よ
う

に
求
め
ら
れ
た
。

問
　

内
容
的
に
は
納
税
額
の
３
割

以
内
と
聞
く
が
、
本
市
の
対
応

は
。

市
長

　

具
体
的
に
指
摘
の
あ
っ
た

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
に
つ
い
て

は
、
今
年
５
月
で
終
了
し
た
。

そ
れ
以
外
は
今
後
検
討
す
る
予

定
で
あ
る
。

問
　

実
質
単
年
度
収
支
が
平
成
25

年
度
以
降
赤
字
で
あ
る
が
、
市

長
の
見
解
は
。

市
長

　

補
正
予
算
を
通
さ
な
く
て
よ

い
剰
余
金
処
分
に
お
け
る
財
政

調
整
基
金
積
立
金
を
含
め
る
と

黒
字
に
な
る
が
、
今
後
は
補
正

予
算
に
計
上
す
る
予
定
で
あ

る
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
現
状

財
政
運
用
状
況

ふるさと納税返礼品

早期の災害復旧を！

昨年度の災害復旧状況は
市長／橋一件以外はすべて今年度中に完了見込み

上村　龍生議員

昨年の災害現場
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問
　

財
部
高
校
跡
地
活
用
の
現
状

は
。

市
長

　

財
部
高
校
跡
地
利
活
用
検
討

委
員
会
の
答
申
書
に
基
づ
き
、

具
体
的
な
利
活
用
計
画
案
を
作

成
し
、
県
と
の
協
議
を
進
め
て

い
く
。

問
　

校
区
社
協
の
現
状
は
。

市
長

　

住
民
の
方
々
の
身
近
な
と
こ

ろ
で
、
活
動
し
て
い
る
こ
と
で

地
域
福
祉
の
向
上
に
繋
が
っ
て

い
る
。

問
　

民
生
委
員
の
現
状
は
。

市
長

　

な
り
手
不
足
が
話
題
に
な
っ

て
お
り
、
ま
た
住
民
の
住
環
境

の
変
化
な
ど
が
生
じ
て
い
る
中

で
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
感

謝
し
て
い
る
。

問
　

在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の

活
動
の
原
点
は
。

　

地
域
に
よ
る
見
守
り
体
制
を

構
築
し
、
み
ん
な
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
連
帯

等
で
あ
る
。

問
　

畜
産
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を

ど
の
よ
う
に
分
析
し
て
い
る

か
。

市
長

　

経
営
規
模
の
見
通
し
で
は
、

維
持
・
拡
大
が
81
％
で
拡
大
す

る
た
め
に
牛
舎
建
設
の
資
金
が

必
要
と
い
う
結
果
が
出
た
。
粗

飼
料
生
産
で
は
、
コ
ン
ト
ラ
ク

タ
ー
組
織
が
必
要
と
い
う
結
果

が
で
て
、
粗
飼
料
生
産
や
販
売

の
組
織
や
施
設
が
必
要
と
考
え

ら
れ
る
。

問
　

畜
産
経
営
の
方
向
性
は
。

市
長

　

国
・
県
の
事
業
等
の
活
用
や

市
単
独
事
業
を
活
用
し
な
が

ら
、
農
業
後
継
者
等
の
若
者
が

就
農
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

図
っ
て
い
く
。

問
　

肥
育
導
入
貸
付
の
５
頭
以
内

を
10
頭
以
内
に
拡
大
で
き
な
い

か
。

市
長

　

今
後
の
肥
育
経
営
対
策
と
し

て
基
金
の
運
用
状
況
や
肥
育
農

家
の
状
況
等
を
見
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

問
　

工
事
の
進
捗
状
況
は
。

市
長

　

現
在
、
盛
土
の
た
め
の
伐
採

や
床
掘
り
な
ど
の
準
備
工
を

行
っ
て
お
り
、
5
月
末
の
進
捗

率
は
1
工
区
20
％
、
2
工
区
30

％
、
3
工
区
5
％
、
4
工
区

5
％
、
5
工
区
5
％
で
あ
る
。

財
部
駅
周
辺
の
活
性
化
対
策
は

市
長
／ 
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
観
光
・
地
域
お
こ
し
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で
き
な
い
か
議
論
を
始
め
た

泊ヶ山　正文議員

広
域
農
道
の
通
行
止
め

地
域
社
会
福
祉
向
上

早期の利活用を待つ財部高校

畜
産
の
振
興

観光・地域おこしが期待される財部駅

ちょっと ひとりごと

財部の町づくりを
考えてほしいな

市
長
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人
口
増
加
及
び
定
住
促
進
を

図
り
、
地
域
の
活
性
化
に
資
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
低
廉
な
家

賃
で
賃
貸
す
る
住
宅
と
し
て
計

画
事
業
化
さ
れ
た
も
の
で
、
現

在
１
２
７
戸
が
建
設
さ
れ
本
年

度
も
8
戸
が
予
算
化
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
多
額
の
建
設
コ

ス
ト
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
こ
れ
に
代
わ
る
宅
地
を
低

価
格
で
分
譲
す
る
事
業
や
住
宅

建
設
に
補
助
す
る
事
業
へ
の
転

換
を
検
討
中
で
あ
る
。

問
　

曽
於
市
総
合
振
興
計
画
第
2

次
（
Ｈ
29
年
〜
Ｈ
31
年
）
計
画

に
地
域
振
興
住
宅
は
、
平
成
30

年
度
か
ら
0
円
予
算
で
あ
る
が

全
廃
予
定
か
。

市
長

　

今
後
、
建
設
採
用
条
件
を
特

化
し
て
毎
年
5
〜
6
棟
は
計
画

し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問
　

遺
品
収
集
・
展
示
及
び
駐
車

場
等
施
設
整
備
を
含
め
、
観
光

資
源
創
出
と
し
て
体
制
を
つ
く

れ
な
い
か
。

市
長

　

芙
蓉
基
地
跡
内
に
あ
る
曽
於

市
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
棟
改

良
と
共
に
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

組
み
検
討
し
て
み
た
い
。

観
光
資
源
開
発
と
し
て
の

岩
川
芙
蓉
基
地
跡
活
用

観光目玉となるか！
岩川芙蓉基地館

問
　

合
併
当
初
と
現
在
人
口
推
移

に
対
し
て
の
所
見
は
。

市
長

　

平
成
17
年
合
併
時
の
人
口
は

４
万
２
２
８
７
人
、
平
成
27
年
国

勢
調
査
人
口
は
3
万
６
６
５
７

人
で
10
年
間
で
、
５
７
３
０
人

の
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
対
策
は
全
国
的
喫
緊
の

課
題
で
も
あ
り
、
積
極
的
に
少

子
化
対
策
や
定
住
促
進
施
策
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

問
　

地
域
振
興
住
宅
の
事
業
開
始

10
年
総
括
は
。

市
長

中谷小学校と地域振興住宅

地域振興住宅は撤廃か
市長／毎年５～６棟は続けていく

八木　秋博議員

▲

夜
戦
部
隊
岩
川
芙
蓉
基
地
案
内
図
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問
　

首
長
の
違
い
で
補
助
金
の
額

が
多
く
な
る
、
ま
た
は
減
額
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
得
る
の
か
。

市
長

　

国
の
補
助
金
は
、
法
令
に
よ

り
使
途
が
決
め
ら
れ
、
そ
の
使

途
の
実
績
に
よ
り
交
付
さ
れ
る

の
で
、
本
市
の
み
補
助
金
が
少

な
く
な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と

は
な
い
。

問
　

公
約
で
実
現
で
き
た
も
の

は
。

市
長

①
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
建
設
事
業

の
中
止
。

②
敬
老
祝
金
の
75
歳
以
上
全
員

支
給
。

③
保
育
園
・
幼
稚
園
の
保
育
料

の
軽
減
。

④
高
校
3
年
生
卒
業
相
当
時
ま

問
　

五
位
塚
市
政
に
な
る
と｢

補

助
金
が
こ
な
く
な
る｣

と
い
う

事
が
盛
ん
に
流
さ
れ
た
。
４
年

間
で
実
際
に
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
あ
っ
た
の
か
。

市
長

　

国
・
県
補
助
金
の
決
算
額
を

比
較
す
る
と
増
で
あ
る
。

で
の
医
療
費
の
無
料
化
。

⑤
沖
縄
へ
の
曽
於
市
米
の
販

売
。 

 

⑥
市
長
退
職
金
の
廃
止
。

な
ど
の
公
約
を
実
現
で
き
た
。 

  
 

問
　

オ
ー
プ
ン
は
い
つ
頃
の
予
定

か
。

市
長

　

10
月
１
日
の
オ
ー
プ
ン
を
予

定
し
て
い
る
。

問
　

大
会
時
に
使
う
設
備
や
備
品

等
は
。

市
長

　

簡
易
テ
ン
ト
５
張
・
折
り
た

た
み
机
10
基
・
折
り
た
た
み
イ

ス
30
脚
・
ポ
ー
タ
ブ
ル
音
響
機

材
等
を
予
算
計
上
し
た
。

問
　

使
い
や
す
い
施
設
に
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
。

市
長

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

と
随
時
、
意
見
交
換
を
し
な
が

ら
、
使
い
や
す
い
市
民
の
施
設

と
な
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た

い
。

五
位
塚
市
政
で
補
助
金
は
ど
う
な
っ
た
か

市
長
／
国
・
県
と
も
に
増
え
て
い
る

宮迫　勝議員

市民待望のグラウンド・ゴルフ場

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場

平成24年度と平成27年度
決算額の比較

国の補助金 県の補助金

6億1千万円 2億円

27%増 12%増

ちょっと ひとりごと

グラウンド・ゴルフ
みんなで楽しみましょう
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蔵之町地区廃ビニール洗浄施設の現状は
市長／県と連携して対処していく

問
　

３
月
議
会
一
般
質
問
以
降
の

状
況
は
。

市
長

　

廃
ビ
ニ
ー
ル
置
き
場
の
現
状

は
、
変
わ
り
な
く
進
展
も
な
い

と
こ
ろ
で
あ
る
。
４
月
に
県
廃

棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対
策
課
を

訪
問
し
適
正
な
処
理
と
撤
去
に

つ
い
て
、
今
後
も
連
携
し
対
処

す
る
よ
う
お
願
い
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

問
　

蔵
之
町
地
区
の
方
々
は
、
環

境
問
題
を
心
配
し
て
い
る
。

市
の
対
応
は
。

　

市
と
し
て
は
、
設
置
者
に
一

日
も
早
い
撤
去
を
お
願
い
す

る
。
ま
た
新
た
に
持
ち
込
ま
れ

な
い
よ
う
、
定
期
的
な
現
状
確

認
を
行
い
た
い
。 
 

  
 

 
 

問 

　

自
治
会
加
入
の
現
状
は
。

 
 

市
長

　

市
内
全
体
１
万
７
９
８
６
世

帯
の
内
、
加
入
者
は
、
1
万
３

０
５
７
世
帯
、
未
加
入
世
帯
は

４
９
２
９
世
帯
で
あ
る
。

問
　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
実
施
す

る
計
画
は
。

市
長

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
課
題

の
洗
い
出
し
、解
決
に
向
け
て
、

重
要
な
手
段
の
ひ
と
つ
で
あ
る

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、
必

要
が
あ
れ
ば
、
適
宜
実
施
し
て

い
く
。

問
　

未
加
入
世
帯
を
積
極
的
に
自

治
会
に
加
入
す
べ
き
と
の
意
見

が
多
い
が
、
市
の
対
応
は
。

市
長

　

行
政
だ
け
で
は
な
く
、
地
域

全
体
で
の
取
り
組
み
は
重
要
で

あ
る
。
今
年
度
は
全
地
区
公
民

館
に
出
向
き
、
推
進
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
な
が
ら
、
各
地
域

の
課
題
を
把
握
し
、
一
体
と

な
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

く
。

渕合　昌昭議員

自
治
会
未
加
入
対
策

市民全員が
自治会に加入しよう！

どうなる、廃ビニール？

市
長

4,929

13,057

838 

2,900 

1,191 

19.8% 34.2% 22.5%
0

500
1,000
1,500
2,000
2,500
3,000
3,500
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問
　

市
職
員
の
自
治
会
加
入
状
況

を
示
さ
れ
た
い
。

市
長　

　

市
職
員
３
５
４
人
の
内
、
市

内
居
住
者
は
３
２
６
人
、
加
入

率
74
・
5
％
で
あ
る
。
消
防
組

合
職
員
は
１
１
９
人
の
内
、
市

内
居
住
者
は
58
人
、
自
治
会
加

入
者
は
30
人
、加
入
率
51
・７
％

で
あ
る
。

問
　

過
去
４
年
間
の
新
規
採
用
者

の
自
治
会
加
入
状
況
は
。

市
長

　

26
年
か
ら
29
年
度
採
用
は
、

71
人
で
、
市
内
居
住
者
69
人
、

自
治
会
加
入
者
34
人
、
加
入
率

49
・
3
％
で
あ
る
。

問
　

市
職
員
の
加
入
率
が
、
非
常

に
少
な
い
が
。

市
長

　

採
用
時
に
自
治
会
加
入
を
薦

め
て
い
る
が
残
念
な
結
果
に

な
っ
て
い
る
。
今
後
も
努
力
し

て
い
く
。

問
　

実
質
単
年
度
収
支
状
況
は
。

　
市
長

　

平
成
25
年
か
ら
27
年
度
は
、

３
年
連
続
赤
字
で
あ
る
。

問
　

復
旧
ま
で
１
年
半
以
上
か
か

る
が
長
期
間
の
通
行
止
め
の
影

響
は
。

市
長

　

霧
島
市
方
向
へ
の
輸
送
車
等

の
経
済
的
影
響
が
あ
る
。

問
　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化

推
進
条
例
の
、
市
職
員
の
責
務

は
。

市
長

　
「
地
域
社
会
の
一
員
と
の
認

識
の
も
と
、
積
極
的
な
地
域
活

動
参
加
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
性
化
の
重
要
性
を
理
解
し
、

地
域
の
活
性
化
の
推
進
を
図
る

視
点
に
立
ち
、
そ
の
責
務
を
遂

行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と

規
定
し
て
い
る
。

問　
　

３
月
議
会
に
示
さ
れ
た
額
と

４
月
の
市
政
説
明
会
に
示
さ
れ

た
金
額
が
違
う
が
。

市
長　

　

３
月
時
点
で
基
金
見
込
額
を

変
更
し
た
。
議
会
に
説
明
し
な

か
っ
た
こ
と
に
は
、
お
詫
び
し

ま
す
。

基
金
残
高
見
込
額

ちょっと ひとりごと

議員は全員自治会に
加入しています

 市職員の自治会加入状況は
市長／市職員の加入率 74.5％（未加入者８３名）

岩水　豊議員

職員数 加入者 未加入者 加入率
財部 81 64 17 79.0%

末吉 165 107 58 64.8%

大隅 80 72 8 90.0%

市外 （28）

合計 326（354） 243 83 74.5%

市職員自治会加入状況

年度 採用者 加入者 加入率
26年 17 4 25.0%
27年 18 10 55.6%
28年 15 9 64.3%
29年 21 11 52.4%
合計 71 34 49.3%

過去4年間の新規採用者の
自治会加入状況

広
域
農
道
の
災
害
復
旧

※市外居住者２人
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視
察
先
…
石
川
県
小
松
市

　
　
　
　

石
川
県
輪
島
市

日　

時
…

　

平
成
29
年
５
月
８
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
10
日
㈬

☆
石
川
県
小
松
市

　

定
住
促
進
支
援
は
、
４
つ
の
奨

励
金
助
成
が
あ
り
、
柔
軟
な
対
応

に
心
が
け
条
件
に
合
わ
せ
て
併
用

が
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
お

り
、
本
市
で
も
参
考
に
な
る
取
り

組
み
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
対
策
は
、
空
き
家
改
修

助
成
と
、
借
り
た
方
へ
の
家
賃
補

助
を
行
っ
て
い
る
。

☆
石
川
県
輪
島
市

　

防
災
士
の
育
成
や
自
主
防
災
組

織
の
結
成
と
、
防
災
訓
練
の
実
施

に
力
を
入
れ
て
い
た
。

　

本
市
で
も
自
主
防
災
組
織
の
強

化
と
防
災
士
の
育
成
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
た
。

問　

基
金
の
残
高
状
況
は
。

答　
平
成
28
年
度
末
の
特
定
目
的

基
金
残
高
は
、
総
額
90
億
６
千
万

円
。
平
成
28
年
度
末
の
財
政
調
整

基
金
残
高
は
、
31
億
4
千
万
円
で

あ
る
。

問　
自
治
会
振
興
の
集
落
支
援
員

（
増
員
分
）
は
ど
の
よ
う
な
人
を

考
え
て
い
る
の
か
。

答　
支
援
員
は
行
政
や
不
動
産
関

係
に
精
通
し
た
方
を
選
任
し
た

い
。

問　

企
画
事
務
費
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
補
助
金
３
４
０
万

円
の
内
訳
は
。

答　
宝
く
じ
助
成
事
業
で
、
今
回

は
岩
北
校
区
公
民
館
と
菅
牟
田
校

区
公
民
館
に
、
音
響
機
材
等
を
整

備
す
る
も
の
で
あ
る
。

視
察
先
…
富
山
県
砺と

波な
み

市

　
　
　
　

滋
賀
県
長
浜
市

日　

時
…

　

平
成
29
年
５
月
８
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
　

〜
10
日
㈬

☆
富
山
県
砺
波
市
農
業
公
社

　

担
い
手
育
成
及
び
農
業
者
等
研

修
支
援
事
業
、
新
規
就
農
へ
の
支

援
・
優
遇
措
置
に
つ
い
て
調
査
し
、

本
市
に
お
い
て
も
、
早
期
の
公
社

設
立
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
感

じ
た
。

☆
滋
賀
県
長
浜
市　

㈱
黒
壁

　

商
店
街
の
空
き
店
舗
の
活
用

で
再
生
に
取
り
組
む
、
年
間

２
０
０
万
人
を
集
客
す
る
市
街
地

活
性
化
の
取
り
組
み
を
展
開
中
で

あ
っ
た
。
本
市
も
商
店
街
の
空
き

店
舗
の
活
用
、
市
民
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
で
活
路
を
見
出
す
べ

き
時
で
あ
る
と
感
じ
た
。

問　

農
業
委
員
会
関
係
で
は
、
一

般
事
務
補
助
賃
金(

１
０
７
万

円
）
で
の
仕
事
内
容
は
。

答　

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
結
果
の

整
理
や
農
地
利
用
意
向
調
査
の
取

り
ま
と
め
、
地
図
へ
の
落
と
し
込

み
作
業
な
ど
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

農
業
公
社
設
立
に
向
け
て

こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
は
。

答　

現
在
、
事
業
規
模
が
確
定

し
て
お
ら
ず
、
ハ
ー
ド
面
で
あ
る

和
牛
繁
殖
セ
ン
タ
ー
・
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
、
ソ
フ
ト
面
の
農
業
作
業

受
託
等
が
煮
詰
ま
っ
て
い
な
い
。

問　　

地
域
振
興
・
機
体
活
用
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
業
務
委
託
の
内
容
は
。

答　

首
都
圏
か
ら
九
州
の
路
線

で
運
行
す
る
ソ
ラ
シ
ド
エ
ア
社
の

機
体
一
機
を
活
用
し
て
曽
於
市
を

全
国
に
Ｐ
Ｒ
す
る
も
の
で
あ
る
。

委 員 会 報 告
第２回定例会では、所管
事務調査報告と各常任委
員会に付託となった議案・
陳情について審査を行い
ました。

　

総
務
常
任
委
員
会　
（
山
田
義
盛
委
員
長
）

　

建
設
経
済
常
任
委
員
会　
（
伊
地
知
厚
仁
委
員
長
）

平
成
29
年
度　

一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
管
分

平
成
29
年
度　

一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
管
分

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査
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視
察
先
…
青
森
県
十
和
田
市

　
　
　
　

青
森
県
む
つ
市

日　

時
…

　

平
成
29
年
５
月
10
日
㈬

　
　
　
　
　
　
　
　
　

〜
12
日
㈮

☆
青
森
県
十
和
田
市

　

日
本
一
を
目
指
し
た
特
色
あ
る
教

育
活
動
事
業
「
日
本
一
」
と
は
、
ス

ポ
ー
ツ
や
芸
術
な
ど
の
分
野
で
の
具

体
的
な
結
果
追
求
で
は
な
く
、「
あ

く
ま
で
も
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
の
目

的
で
子
ど
も
た
ち
の
取
り
組
み
と
学

校
現
場
で
の
底
上
げ
」
が
最
大
の
目

的
で
あ
る
と
の
説
明
。
本
市
と
し
て

も
大
い
に
参
考
に
し
、
積
極
的
に
取

り
組
む
必
要
性
を
感
じ
た
。

☆
青
森
県
む
つ
市

　

む
つ
ぼ
し
健
康
マ
イ
レ
ー
ジ
事
業

は
、
平
均
寿
命
と
循
環
器
系
疾
患
の

悪
化
か
ら
の
健
康
づ
く
り
対
策
で
、

チ
ャ
レ
ン
ジ
達
成
者
に
共
通
商
品
券

や
特
産
品
等
を
還
元
す
る
も
の
で
、

健
康
無
関
心
層
へ
の
働
き
か
け
に
よ

り
、
市
民
を
楽
し
く
遊
び
感
覚
で
事

業
に
引
き
込
む
ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組

み
で
あ
る
。

問　　

新
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
場
に
係
る
施
設
管
理
費
の
消
耗

品
費
で
、
肥
料
・
除
草
剤
が
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
施
設
運
営
業
務
委
託

料
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

施
設
運
営
業
務
委
託
料
は
人

件
費
の
み
計
上
で
あ
る
。

問　　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）
利
用
者
負

担
金
助
成
金
増
額
の
内
容
は
。

答　

年
収
80
万
円
か
ら
１
２
０
万

円
の
世
帯
で
、
1
日
４
０
０
円
の
新

規
助
成
、
年
収
80
万
円
以
下
の
世
帯

に
つ
い
て
は
、
1
日
６
０
０
円
か
ら

９
０
０
円
に
増
額
助
成
と
な
る
。

　

文
教
厚
生
常
任
委
員
会　
（
上
村
龍
生
副
委
員
長
）

平
成
29
年
度　

一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

所
管
分

平
成
29
年
度　

介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
１
号
）

所
管
事
務
調
査

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度
２分の 1復元、複式学級解消をはかるため
の、2018年度政府予算に係る意見書
※ 子どもたちの教育環境改善，教職員の長時間労働改善のために，計画的な教職員定数改善
の施策を講じる必要があるため

衆議院議長・参議院議長・内閣総理大臣・財務大臣・総務大臣・文部科学大臣

提出

曽於市議会ではインターネットによるライブ中継や
録画放送を行っています。曽於市ホームページより
『議会映像配信』をクリックしてください。

＊アドレス　http://www.city.soo.kagoshima.jp/
　　　　　　　　　　　　　…曽於市ホームページ

　　　　　を
傍聴しませんか？
次回の定例会は
８月25日開会予定

議会
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会派名
自民さくら会 誠和会 日本共産党 計

9人 3人 2人 14人

所属議員

久　長　登良男 迫　　 杉 雄 徳 峰 一 成

谷 口 義 則 山 田 義 盛 宮 迫　　 勝

大川原　主　税 伊地知　厚　仁

大川内　冨　男

九 日 克 典

上 村 龍 生

渕 合 昌 昭

岩 水　　 豊

今 鶴 治 信

交付額（単位：円） 1,080,000 360,000 240,000 1,680,000

自己負担額 0 0 0 0

収入合計 1,080,000 360,000 240,000 1,680,000

内　
　

訳

調査研究費 118,782 35,750 0 154,532

研修費 0 0 0 0

広報費 678,600 293,346 144,744 1,116,690

資料購入費 0 0 11,772 11,772

支出合計 797,382 329,096 156,516 1,282,994

精　算　額 282,618 30,904 83,484 397,006

平成 28年度　政務活動費報告

※ 政務活動費は、曽於市議会議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費の一部として交付されるも
のです。

※ 平成 26 年４月より政務活動費を１人当たり年額 12万円交付を受け、年度末に収支報告書を提出し残額は精
算します。

　なお、無所属自由クラブ会派及び無会派議員から政務活動費の請求はありませんでした。

（平成29年３月24日脱会）
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平成 29年 5月 21日（日）午後２時 00分～３時 30分
３会場（大隅・財部・末吉　各中央公民館）にて

議会報告会開催
皆さんのご意見は、予算・決算審査や市政に

Q　議会報告会に参加してよかったと思いますか。
　・よかった　　56.8％  ・たいへんよかった　24.3％
　・普通　　　　16.2％  ・よくない　　　　　　2.7％

　【意見】
　・ 同様の質問を考えていたところ、他の地区の方の質問で聞
くことができた。

　・ 会議の報告をそれぞれくわしく説明してくださった。誠意
ある態度、姿勢を感じました。

  
Q　よかった点はどういうところですか。（複数回答あり）
　・質問、意見を言う場があった 27.6％
　・委員会の活動内容が理解できた 24.1％
　・議会（議員）が身近に感じられた 22.4％
　・議会の活動内容が理解できた 22.4％

　【意見】
　・議員とこれだけ近くで話せる機会があって本当に良かったです。

Q　よくなかった点はどういうところですか。（複数回答あり） 
　・無回答  47.2％
　・時間が短かった  16.7％
　・議会（議員）の活動内容が理解できなかった 13.9％
　・議会の活動内容が理解できなかった  11.1％
　・委員会の活動内容が理解できなかった  5.6％

　【意見】
　・報告会への参加者が少ないこと。

Q　今後、どういう内容の報告を希望しますか。
　　　　　　　　　　　　　　　（複数回答あり） 
　・各地区に直結した問題 37.3％
　・議会の活動内容 29.4％
　・委員会の活動内容 17.6％ 
　・議決賛否結果 9.8％

　【意見】
　・意見交換において、一人の意見が長すぎる。
　・市長も議員の方々も市民が選んだもの市民のものです。 
　　もちろん議会も市民のものです。

末吉会場

0
2
4
6
8

10
12
14
16

議会報告会アンケート調査結果
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大隅会場

財部会場

《総参加者数》
本年度は大隅会場　男性 15人　女性 7人
　　　　末吉会場　男性 16人　女性 5人
　　　　財部会場　男性 12人　女性 0人
全会場で 55人（前回 30人）の市民の皆様
の参加がありました。

《ご意見をお聞かせください》
　　　～アンケートより～　 一部抜粋
・参加者を増やす努力をしてほしい。
・農繁期外で開催してほしい。
・ 三会場の報告会の時間をそれぞれずらし
てほしい。

貴重なご意見ありがとうご
ざいました。
今後の議会活動に活かして
まいります。
参加してくださった皆様、
お忙しい中、誠にありがと
うございました。
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６
月
定
例
議
会
が
終
わ
り
、

新
し
い
制
度
に
よ
り
、
農
業
委

員
の
任
命
や
、
補
正
予
算
が
成

立
し
新
制
度
で
の
事
業
が
進
行

中
で
す
。

　

こ
れ
ら
議
会
の
様
子
を
市
民

の
皆
様
に
分
か
り
易
く
伝
え
ら

れ
る
よ
う
、
前
々
号
か
ら
紙
面

の
構
成
を
大
き
く
変
え
ま
し

た
。

　

そ
の
効
果
が
現
れ
た
の
か
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
５
月
に
は
南

島
原
市
議
会
広
報
委
員
会
の
視

察
を
受
け
入
れ
ま
し
た
。
こ
の

４
年
間
で
初
め
て
の
経
験
で
し

た
。
紙
面
つ
く
り
へ
の
思
い
は

ど
こ
も
同
じ
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
視
察
で
の
意
見
交
換
会
を
、

今
後
の
紙
面
つ
く
り
に
、
活
か

し
て
い
き
ま
す
。

　

皆
様
、
暑
さ
は
ま
だ
ま
だ
続

き
そ
う
で
す
。
夏
バ
テ
し
な
い

よ
う
元
気
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
上
村
）

委  

員  

長　

上　

村　

龍　

生

副
委
員
長　

岩　

水　
　
　

豊

委　
　

員　

宮　

迫　
　
　

勝　
　
　

　
　

〃　
　

渕　

合　

昌　

昭

　
　

〃　
　

八　

木　

秋　

博

　
　

〃　
　

迫　
　
　

杉　

雄

発
行
責
任
者

議　
　

長　

原　

田　

賢
一
郎

議
会
広
報
等
調
査

特

別

委

員

会

　

が
ん
ば
れ
‼

そ
お
っ
子

は
じ
け
る
笑
顔

み
な
ぎ
る
若
さ

元
気
の
源

君
達
は
暑
い
夏
を

吹
き
飛
ば
す

強
壮
剤
で
あ
り

清
涼
剤
だ
。

（
八
木
）

　ご家族で茶業を営んでいらっしゃいます。
ご主人が娘さんを自分の母校へ通わせたくて
大隅南校区を希望されました。
　ご主人の実家や茶畑にも近くて、とても喜んでいますと
のことです。
　『日当たりも良いこの家で娘が成長していくのが楽しみで
す』と話してくださいました。

　　　　　　　　　　　　伊地知　拓
たくろう

郎さん（36歳）
　　　　　　　　　　　　　　りほさん
　　　　　　　　　　　　　　那

な ぎ

祇ちゃん（1歳）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（渕合）

曽於市へようこそ
～市内の地域振興住宅へお住まいのご家族を紹介します～

編

集

後

記

表
紙
に
よ
せ
て

私
た
ち
が

　

 

作
っ
て
い
ま
す

い
ろ
ん
な
ご
意
見
を

　

  

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。




